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中
野
支
部
の
動
物
病
院
で
配
布
し

て
い
る
。
周
知
を
工
夫
し
、
配
布

方
法
を
調
整
し
て
い
く
。
②
令
和

５
年
度
の
改
訂
に
向
け
て
掲
載
を

工
夫
し
て
い
く
。
③
他
自
治
体
の

先
進
事
例
を
参
考
に
研
究
す
る
。

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の
導

入
や
費
用
助
成
を
検
討
し
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
に
手
厚
い
支
援
を

　

①
民
間
団
体
の
情
報
収
集
等
、

様
々
な
か
た
ち
の
支
援
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
母
子
・
父
子
自
立
支

援
員
を
増
員
し
、
区
が
責
任
を
も

っ
て
体
制
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
で

は
。
②
プ
レ
ひ
と
り
親
へ
の
対
応

に
つ
い
て
、
現
在
の
検
討
状
況
は
。

区　

長　

①
令
和
５
年
度
よ
り

増
員
し
、
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ

て
い
く
。
②
早
い
段
階
か
ら
の
支

援
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
は
国

で
定
め
て
い
る
た
め
、
区
が
緩
和

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
独
自

の
経
済
支
援
を
来
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

童
館
等
、
子
ど
も
と
保
護
者
の
ニ

ー
ズ
を
捉
え
た
地
域
子
ど
も
施
設

全
体
の
考
え
方
を
検
討
し
て
い
る
。

議
会
で
の
議
論
や
地
域
の
意
見
も

踏
ま
え
、
丁
寧
に
進
め
た
い
。
③

来
年
度
、
保
育
所
へ
の
支
援
の
在

り
方
と
併
せ
、
私
立
保
育
園
を
含

め
た
区
内
保
育
施
設
の
需
要
を
勘

案
し
、
区
立
保
育
園
の
適
正
配
置

等
の
考
え
方
を
示
し
た
い
。

教
育
長　

②
第
二
図
書
室
や
児

童
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
な
ど
、

当
該
校
の
児
童
に
と
っ
て
有
効
に

活
用
し
て
い
く
。
④
幼
児
教
育
の

モ
デ
ル
的
、
先
進
的
な
内
容
も
含

め
、
実
践
を
積
み
重
ね
て
、
15
歳

ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

引
き
続
き
区
立
幼
稚
園
型
認
定
こ

ど
も
園
の
検
討
を
行
う
。
⑤
引
き

続
き
検
討
し
た
い
。

閉
校
と
な
っ
て
い
る
学
校
を
利
用

す
る
場
合
の
窓
口
を
一
本
化
せ
よ

　

手
続
き
に
苦
慮
す
る
区
民
が
多

い
。
相
談
窓
口
の
一
本
化
や
、
取

り
次
ぎ
窓
口
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

区　

長　

庁
内
連
携
を
行
い
、

区
民
の
利
便
性
を
考
え
た
運
用
の

検
討
を
し
た
い
。

分
に
つ
い
て
、
今
後
の
土
地
収
用

状
況
に
よ
っ
て
は
、
収
用
完
了
を

待
た
ず
に
事
業
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
。
特
に
危
険
と
思
わ
れ
る

場
所
を
警
察
と
協
議
し
、
都
へ
の

要
請
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。
②
補

助
２
２
７
号
線
若
宮
地
域
部
分
の

現
状
に
つ
い
て
、
特
に
沿
道
住
民

に
対
し
、
都
立
家
政
駅
周
辺
の
ま

ち
づ
く
り
の
検
討
状
況
も
含
め
た

説
明
会
の
実
施
な
ど
、
丁
寧
な
説

明
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
③

新
た
な
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
導
入

に
つ
い
て
、
中
間
評
価
の
結
果
に

よ
っ
て
は
、
令
和
５
年
度
の
実
証

実
験
の
継
続
も
あ
り
得
る
の
か
。

区　

長　

①
警
視
庁
と
直
接
協

議
は
で
き
な
い
が
、
都
市
計
画
道

路
事
業
が
推
進
す
る
よ
う
可
能
な

　

①
区
民
の
防
災
意
識
向
上
に
は
、

世
代
に
合
わ
せ
た
き
っ
か
け
作
り

が
重
要
で
あ
る
。
地
域
や
子
育
て

団
体
等
と
連
携
し
、
き
っ
か
け
作

り
に
努
め
て
は
。
②
今
年
５
月
に

実
施
さ
れ
た
「
７
町
会
・
自
治
会

合
同
防
災
訓
練
」
で
は
、
備
蓄
倉

庫
の
食
料
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
多
く
、

参
加
者
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ

て
い
た
。
区
の
食
料
備
蓄
に
対
す

る
考
え
は
。
③
被
災
時
の
混
乱
の

中
で
は
、
窃
盗
や
性
犯
罪
等
が
発

生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
防
犯
ブ

ザ
ー
等
を
避
難
所
に
備
え
て
は
。

区　

長　

①
対
象
に
合
わ
せ
て
、

各
部
署
や
関
係
団
体
等
と
連
携
し

て
推
進
し
て
い
く
。
②
避
難
所
に

は
、
発
災
か
ら
３
食
分
を
目
安
に

ク
ラ
ッ
カ
ー
、
ア
ル
フ
ァ
米
、
お

か
ゆ
等
の
食
料
を
備
蓄
し
て
い
る
。

ク
ラ
ッ
カ
ー
が
多
い
理
由
は
、
発

災
直
後
の
混
乱
の
中
で
も
簡
単
に

栄
養
補
給
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

③
犯
罪
抑
止
や
発
生
時
の
対
応
の

充
実
の
た
め
、
導
入
を
検
討
す
る
。

安
心
し
て
ペ
ッ
ト
と
共
に

暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
せ
よ

　

①
区
が
発
行
す
る
愛
犬
手
帳
・

愛
猫
手
帳
に
ペ
ッ
ト
防
災
や
同
行

避
難
の
記
載
は
あ
る
が
、
手
帳
の

存
在
を
知
ら
な
い
方
が
多
い
。
周

知
を
図
っ
て
は
。
②
飼
い
主
が
先

に
亡
く
な
っ
た
り
、
病
気
等
で
飼

育
し
き
れ
な
く
な
る
こ
と
で
、
周

辺
住
民
に
影
響
が
生
じ
る
の
は
昨

今
の
課
題
で
あ
る
。
愛
犬
・
愛
猫

手
帳
の
改
訂
時
に
「
お
世
話
が
で

き
な
く
な
っ
た
時
に
お
願
い
す
る

方
」
の
項
目
を
追
加
し
て
は
。
③

取
り
残
さ
れ
る
ペ
ッ
ト
を
地
域
で

未
然
に
防
ぐ
方
策
を
検
討
し
て
は
。

④
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
つ
い
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
支
援
で
き

る
よ
う
、
制
度
を
改
善
し
て
は
。

区　

長　

①
東
京
都
獣
医
師
会

　

①
児
童
館
に
つ
い
て
、
区
は
二

転
三
転
す
る
説
明
を
繰
り
返
し
、

地
域
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
。
口
先

ば
か
り
に
な
ら
な
い
よ
う
、
根
拠

を
も
っ
た
議
論
を
議
会
と
重
ね
、

地
域
の
意
見
も
丁
寧
に
聞
き
な
が

ら
進
め
て
欲
し
い
が
、
今
後
の
方

向
性
は
。
②
一
定
の
成
果
が
あ
る

と
評
価
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
域
開
放
型
学
校
図
書
館
の

開
設
は
進
ん
で
い
な
い
。
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。
③
保

育
園
等
の
入
所
児
に
欠
員
が
生
じ

た
場
合
、
単
に
区
立
保
育
園
の
廃

止
だ
け
で
な
く
、
民
間
を
含
め
た

様
々
な
運
営
形
態
を
捉と

ら

え
た
方
向

性
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
④

幼
児
教
育
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど

私
立
幼
稚
園
に
委
ね
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
区
の
考
え
は
。
⑤

教
育
委
員
会
と
し
て
出
来
る
限
り

サ
ポ
ー
ト
し
、
小
学
校
で
の
動
物

介
在
教
育
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

区　

長　

①
子
育
て
広
場
や
児

　

①
中
野
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に

よ
る
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
効
果

を
北
部
や
南
部
に
も
広
げ
る
こ
と

を
検
討
し
て
は
。
②
民
間
活
力
の

活
用
に
よ
る
地
域
Ｆ
Ｍ
局
開
設
の

必
要
性
に
つ
い
て
区
の
認
識
は
。

区　

長　

①
有
識
者
な
ど
で
構

成
す
る
観
光
施
策
検
討
会
で
も
議

論
し
て
お
り
、
新
た
に
創
出
さ
れ

る
に
ぎ
わ
い
を
区
内
全
体
へ
広
げ

る
こ
と
も
含
め
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。
②
ロ
ー
カ
ル
な
情
報
の
発

信
源
と
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る

地
域
情
報
の
迅
速
性
や
即
時
性
が

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

広
く
中
野
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
と
し
て
、
民
間

活
力
を
活
用
し
た
地
域
Ｆ
Ｍ
局
開

設
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

若
宮
・
大
和
町
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
を
問
う

　

①
補
助
２
２
７
号
線
大
和
町
部

　

①
財
政
の
弾
力
性
を
見
る
経
常

収
支
比
率
が
、
前
年
度
か
ら
４
・

４
ポ
イ
ン
ト
減
の
72
・
７
％
に
下

が
っ
た
要
因
は
。
②
経
常
収
支
比

率
の
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
③
経
済
状
況
が

不
透
明
な
中
、
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
を
行
う
た
め
の
考
え
は
。

区　

長　

①
分
母
で
あ
る
歳
入

の
経
常
一
般
財
源
等
が
、
特
別
区

交
付
金
や
地
方
消
費
税
交
付
金
に

よ
り
47
億
円
の
増
加
と
な
っ
た
一

方
、
分
子
で
あ
る
歳
出
の
経
常
経

費
充
当
一
般
財
源
等
が
、
人
件
費

や
公
債
費
等
に
よ
り
２
億
円
の
減

少
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
捉と

ら

え

て
い
る
。
②
一
般
的
に
70
〜
80
％

が
適
切
な
水
準
と
い
わ
れ
て
い
る
。

区
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
策
定
し

た
構
造
改
革
実
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

お
い
て
、
経
常
収
支
比
率
が
23
区

平
均
を
下
回
る
こ
と
を
基
本
指
標

の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。
財
政
の

健
全
性
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を

表
す
結
果
と
考
え
て
い
る
。③「
財

政
運
営
の
考
え
方
」
に
基
づ
き
、

財
務
規
律
を
保
ち
つ
つ
必
要
な
政

策
を
打
ち
出
し
、
中
長
期
的
な
視

点
を
持
っ
て
、
行
財
政
運
営
を
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
問
う

　

①
改
訂
時
期
は
。
②
改
訂
に
伴

う
工
夫
点
は
。

区　

長　

①
令
和
５
年
度
中
に

改
訂
の
予
定
で
あ
る
。
②
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
等
の
実
施
を
通

し
て
、
広
く
区
民
の
声
を
聞
く
。

策
定
後
は
、
Ｈホ

ー
ム
ペ
ー
ジＰ
や
区
報
、
啓
発

冊
子
と
し
て
作
成
し
て
い
る
「
中

野
区
民
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に

よ
る
周
知
を
は
じ
め
、
様
々
な
団

体
の
防
災
活
動
や
訓
練
実
施
時
な

ど
の
機
会
を
捉
え
て
計
画
の
理
解

の
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

保
健
所
の
応
援
体
制
を
問
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規

感
染
者
数
は
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
が
、
保
健
所
の
体
制

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

区　

長　

現
在
は
９
つ
の
局
面

の
中
間
に
あ
た
る
、
局
面
５
相
当

の
応
援
体
制
を
取
っ
て
い
る
。

　10月27日（木）から28日（金）に、岡山県岡山市の「岡山市地域
共生社会推進計画（地域福祉計画）改訂版」についてと、岡山県総
社市の「障がい者千五百人雇用事業」について視察を行いました。
写真は総社市での様子です。

厚
生
委
員
会
視
察
報
告

支
援
を
行
う
。
②
地
域
の
方
々
と

意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
適
宜
適

切
な
情
報
提
供
を
行
い
、
丁
寧
に

合
意
形
成
を
図
っ
て
い
く
。
③
実

証
実
験
の
中
間
評
価
を
行
い
、
中

野
区
交
通
政
策
推
進
協
議
会
を
通

じ
て
、
有
識
者
や
交
通
事
業
者
等

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
令
和

５
年
度
の
事
業
継
続
に
つ
い
て
判

断
し
て
い
く
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
を
問
う

　

区
は
毎
年
度
、
区
内
の
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
に
仕
事
を
発

注
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
工
賃
ア
ッ
プ
に
資
す
る
た

め
に
発
注
量
を
増
や
す
な
ど
の
努

力
が
で
き
な
い
か
。

区　

長　

区
の
業
務
の
発
注
促

進
や
自
主
制
作
品
の
販
路
拡
大
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
障
害

者
の
就
労
支
援
を
促
進
し
て
い
く
。

立
憲
民
主
党
・
無
所
属
議
員
団　

河
合　

り
な

全
て
の
人
が
過
ご
し
や
す
い

　
　
　
　

避
難
所
運
営
を
目
指
せ

自
由
民
主
党
議
員
団　

高
橋　

ち
あ
き

教
育
関
係
施
策
を
問
う

公
明
党
議
員
団　

平
山　

英
明

新
た
に
創
出
さ
れ
る
に
ぎ
わ
い
の

効
果
を
区
内
全
体
に
波
及
さ
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団　

伊
藤　

正
信

区
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
問
う


